
 

令和７年 10月 26日執行 

牧之原市議会議員選挙 選挙公報集 

 

 

令和７年 10月 19日に告示された「牧之原市議会議員選挙」につきましては、立候補

者が議員定数と同数の 16人であったため、無投票選挙となりました。 

無投票となった場合、立候補者が市民の皆様に公約などを訴える機会がなく、また選

挙管理委員会が取りまとめる「選挙公報」は、法令の規定上、発行されません。 

「選挙公報」は立候補者の想い・公約・政見などについて知ることができる情報であ

ることから、無投票選挙であっても市民の皆様に提供すべきであると考え、市議会では、

「選挙公報集」として、市 HPで公開することといたしました。 

立候補者が提出した「選挙公報」を、届出順に掲載しておりますので、ぜひ多くの市

民の皆様にご覧いただければ幸いです。 

 

※この選挙公報集は候補者から提出された原稿をそのまま使用しています。 

 

 

※以下のような行為は公職選挙法違反になる恐れがありますので、ご利用の際はご注

意ください。 

 

・この「選挙公報集」をプリントアウトし、不特定多数又は多数の者に頒布すること。 

・候補者及び確認団体以外のものが、この「選挙公報集」のデータを添付した電子メー

ルを送信すること。 

・特定の候補者等の「選挙公報」のみを抜粋して添付した電子メールを送信すること。 

 

 

 

 

牧之原市議会事務局 

住 所 静岡県牧之原市相良 275番地 

T E L 0548-53-2650 

F A X 0548-52-1116 

E-mail gikai@city.makinohara.lg.jp 

tel:0548-53-2650
































元気！＋安心！＋安全！＝牧之原市の将来 

①最優先課題：昨今続いている竜巻等の自然被害（応急処置）を第一に考え、国・県以外

の市レベルでしか行えないことを優先する。 

②目標：高齢者・福祉・障がい者の対策：医療費を一定の年齢まで市の負担、所得に応じ

た商品券等の配布。又、４K（きつい・汚い・危険・低給料）にもあたる介護職員等の処遇

改善手当ての額を一部補填し、職員離れに歯止めを掛ける。又、将来を見据えた場合、高

齢者の方々が多くの割合を占める。従って、重度な介護度が見て認められる方には、市か

ら商品券等の商品券等の追加補填を考える。 

強い防災と減災：牧之原市の大半は平面が多い、且つ、自然災害（津波竜巻等）の被害を

最小限食い止めるため避難タワーの増設（一人でも尊い命を救うため避難タワーなどを作

り安心安全に寄与） 

企業の誘致：雇用の促進に寄与（企業を誘致すればみんなが潤い、安心安定した生活基盤

を構築できる） 

③信念：原発反対路線：人の雇用の問題も出てくる（ただ単に原発廃止路線ではない。例

えば、地球にクリーンな発電にシフトしていけば補える。今でも補えているのが現状、費

用対効果を考える）併せて、空港に近いことから、海外の方々に牧之原に来てもらえるよ

うな施策の検討、従って経済は周り潤う 

④略歴：杏林大学卒業 明治大学科目等履修生終了 
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